
「保留地等」に該当する場合、
売主等は機構との間で覚書の 
締結等所定の手続を行う必要
があります。

住居棟の数をご記入ください。 
なお、エキスパンションジョイント
等で接合されている場合は１棟と 
みなします。

記入漏れが多くあり
ます。 
必ずご記入ください。 
原則として申請書を
提出する日をご記入
ください。

申請書等の必要書類は、マンション
の建設地を担当する機構の窓口 
あてに、ご提出をお願いします。 
（担当窓口（申請先）一覧を参照 
ください）

専有面積が30㎡未満である等 
基準に適合しない住戸がある場合
には「対象外住戸あり」にチェック
してください。

全ての売主名をご記入ください。 
押印は不要です。

総住戸数をご記入ください。
（管理人室、店舗等は含みません）

＜物件ＨＰアドレス＞ 
物件ＨＰアドレスは、機構HPから
リンクを希望する物件専用 HP の
アドレスをご記入ください。 
なお、HPアドレスが未定の場合は
「未定」とご記入ください。 
＜お問合せ電話番号＞ 
お問合せ電話番号を記入する場合
は、照会先名称（モデルルーム名
等）もあわせてご記入ください。 
（例）○○マンションモデルルーム 0120-

***-***

フリガナをご記入ください。 
アルファベットや数字表記がある
場合についてもカタカナでご記入
ください。

売主のご担当者様（代表１名）に 
ついてご記入ください。

最新の地名地番をご記入ください。 
土地区画整理事業地内の物件に 
ついては「街区番号、画地番号」等
をご記入ください。

フラット３５登録マンション申請書（第一面）記載要領 

★申請書は、第一面・第二面の
両方を提出してください。

※登録の対象となるマンションは、「共同建て」であるものに限ります 
（例えば、タウンハウスで共用部分を有さないものは、登録の対象とはなりません。）

各住戸の適合基準に応じて 
該当する金利プランを選択します。 
（一部住戸のみ該当する場合は（一部住戸）
を選択します。） 
例 1)総戸数 5 戸 
  3 戸:断熱等級 4、 

その他 2戸:バリア等級 3
→「金利 Bプラン(全住戸)」にチェック

例 2)総戸数 5 戸 
    5 戸:断熱等級 4、 

2 戸:バリア等級 4 
→「金利 Bプラン(全住戸)」および 

      「金利 Aプラン(一部住戸)」にチェック 

設計検査の方法に 
ついて、いずれかを 
選択してください。

設計住宅性能評価書を活用
して設計検査を省略する場
合は、該当する断熱等性能
(省エネルギー対策)等級と維
持管理対策等級(共用配管)を
選択してください。

中古マンションらくらく 
フラット３５の登録を希望 
しない場合は「希望しない」 
を選択してください。

※中古マンションらくらくフラット３５とは 

新築時に一定の要件(適合証明書の取得、耐久性基
準への適合等)に適合し、機構が登録した中古マン
ションについて、一定期間、フラット３５(中古住
宅)の物件検査の手続を省略することができる制度
です。 

代理申請者の情報や 
機構 HP掲載時に 
注意喚起すべきこと 
などがある場合に 
ご利用ください。


